
　

ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定今後の予定

~心配（思い煩い）VS信仰~
「宝の在処」

ルカ12:22～34
Ⅰペテロ5:7

　私たちはすでにたくさんの物を与えられていることを今日
もう一度覚えます。そしてそれを誰かのために喜んで使うと
き、神様、あなたはすべての必要と願いを満たしてくださる
方であることをありがとうございます。だからこそ、私は今
日、比較や人の評価、不安という思い煩いをあなたにゆだね
ます。そして、すべての責任を取ってくださる神様にゆだね、
信仰によって歩む決断をします。

セル祈祷会

主 日 礼 拝主 日 礼 拝
　
　最初にケーキを作る動画を見ました。そのケーキは茶色のク
リームが適当に飾られるケーキで、そのクリームはまるでウ〇
チのように見えました。でもそのケーキが普通のケーキと変わ
らずとっても美味しいケーキだったとしたら…見た目が違うだ
けで印象まで変わってしまいますね。神様は私たちをとても素
晴らしく造られているのに、自分で自分をこのケーキのように
残念なものとして捉えていたら、それはとっても残念なことで
す。

　
この聖書箇所はマタイの福音書にも書かれていて、十二弟子に
向けてイエス様が山の上で語られたものです。それを要約して
もう一度平らなところで、群衆に対して繰り返し語られたのが
ルカの説教と言われています。場所は、カペナウムの北西部に
連なる丘陵の一つと言われていて、イエス様が十字架に向かい、
自分が救い主として語られたものです。その内容は、天の御国
について、またクリスチャンのあるべき性質などについて語ら
れています。

　『人はうわべを見るが神は心を見る』と聖書にありますが、
神様が見てくれている私たちの内側はどんなものでしょうか。
そして自分が知っている自分の内側（心）はどうでしょうか。
苦労や痛み、喜び、今までの人生で感じてきたものなどたくさ
んのもので満ちています。みなさんの心は、どんなことで満ち
ていますか。
『それから弟子たちに言われた。「だから、わたしはあなたがた
に言います。いのちのことで何を食べようかと心配したり、か
らだのことで何を着ようかと心配したりするのはやめなさい。」
（ルカ12：22）
この聖書箇所の「心配」とは、「思い煩い」ということです。
神様は、神の配慮や愛を信じないでひとり心配し悩むことに反
対しておられます。それはどうしてでしょうか。「思い煩って
いる」という状態は、「信仰」とは正反対の状態で、必要以上
に責任を取ろうとすることであり、さらに神の思いとは違う方
法で自分で状況を変えようとしている状態です。つまり、神様
に頼らず、神様の導きに従っていない状態なのです。だから神
様は、「思い煩うな」と言われているのです。
皆さんは毎日の生活の中で、「不安、心配」になる瞬間はどれ
くらいあるでしょうか。またそんな言葉が口から出てしまう、
そのような瞬間になることはないでしょうか。

『あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい、神が
あなたがたのことを心配してくださるからです。』（Ⅰペテロ
5：7）
神様は、神様の方法で神様の時に、取り扱ってくださる計画を
お持ちです。しかし、私たちが思い煩いで心を満たしていると、
自分で解決しようとしてしまい、神様にゆだねることができま
せん。でもその心配は、私たちがするのではなく、神様がして
くださいます。
『何はともあれ、あなたがたは、神の国を求めなさい。そうす
れば、これらの物は、それに加えて与えられます。』（ルカ12：31）
こうあるように、私たちは心配を置いて何はともあれ、神の国
を求める必要があります。つまり、私たちが、与えられている
多くのものを用いて、誰かに奉仕しようとするとき、神様はす
べての必要を満たしてくださるという意味です。

『あなたがたの宝のあるところに、あなたがたの心もあるから
です。』（ルカ12：34）
　心は、自分が大切だと思うものに引き寄せられていきます。
例えば、好きな人に会う予定があるときは、前の日から何を着
るかと準備が始まり、全てがそのために費やされると言っても
過言ではないかもしれません。それくらい、私たちは心が大切
だと思っているもの、またこうありたいと求めているもの（宝）
に引き寄せられるのです。しかし、求めていることと、やって
いることが異なると、結果はズレたものになってしまいます。

痩せたいと願っている女性が、ある一日に食べたものを実際に
目の前で見せられる動画を見ました。「朝食で空腹を我慢しまし
た」と女性は話していましたが、実際にはそのあとケーキやクッ
キー、ハンバーガー、ピザなどが山盛りで現れました。女性は「本
当に恐ろしい。自分が何を食べてきたか理解しました。」と話し
ていました。食べ物は目に見えますが、考え方や価値観は目に
見えないけれど、同じように私たちの内側を占めています。食
べ物はあくまでも例えで、自分の中にどんな考えが蓄積されて
いるか見つめてみましょう。自分の過去の経験や感情で今の自
分が成り立っているとしたら、そのまま持ち続けた方がいいも
のと、持っていたら良い方向に進めなくなるものがあります。
今日神様は私たちに「思い煩うな」と言われています。願いと
反する間違った価値観で生きるのではなく、神様にゆだねて神
様の価値観に変えていきなさいと語ってくださっています。

　「ローマの休日」などで有名な大女優オードリーヘップバーン
は、少女の時父親に捨てられ戦火にまきこまれ、非常に貧しく
栄養失調で生ごみを食べて生きていました。空襲で家を失い、
未来が見えない状況でも、バレリーナという諦められない夢が
ありました。仲間に「向いていない」と言われても諦めず舞台
に立ち続けました。舞台の端で立ち続ける彼女に、ある日転機
が訪れます。その表情、しぐさ、眼差し。飢えと悲しみを生き
抜いた彼女にしか出せない存在感が観客を引き付けたのです。
そして映画界に見出され、「世界一美しい女優」と呼ばれるまで
になり、「本当の美しさと強さは100％、その苦しみと痛みの先
にしか生まれないの」という言葉を残しています。女優をやめ
た後はユニセフ親善大使となり、多くの恵まれない子どもたち
のために人生をささげました。彼女は子どもたちにこんな言葉
を話していました。「魅力的な唇であるためには、美しい言葉を
使いなさい。愛らしい瞳であるためには、他人の美点を探しな
さい。スリムな体であるためには、飢えた人々と食べ物を分か
ち合いなさい。豊かな髪であるためには、一日に一度子どもの
指で梳いてもらいなさい。美しい身のこなしのためには、決し
てひとりで歩むことがないと知ることです。物は壊れれば修復
できませんが、人は転べば立ち上がり、失敗すればやり直し、
挫折すれば再起し、間違えれば矯正し、何度でも再出発するこ
とができます。誰も決して見捨ててはいけません。人生に迷い、
助けてほしいとき、いつもあなたの手のちょっと先に助けてく
れる手がさしのべられていることを忘れないでください。年を
とると、人は自分にふたつの手があることに気づきます。ひと
つの手は、自分自身を助けるため、もう一つの手は他者を助け
るために。…」（『時を超えた美しさの秘密』サム・レヴェンソン）

自分をどう捉えていますか

ルカ12章：山上の説教（ルカ：平地の説教）

　私たちの内側は「思い煩い」で満ちている！？

　神様にゆだねる「信仰」

宝の在処

オードリーヘップバーン

　　　　（ ２０２５ 年10月12日 ） 

お祈り

（要約者：神達 良子）


